
申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
市
で
は
自
主
財
源
の
確
保
や
事

業
活
動
の
支
援
な
ど
を
目
的
に
、

市
指
定
可
燃
ご
み
袋（
大
サ
イ
ズ
）

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

　
広
告
は
、
ご
み
袋
表
面
に
緑
色

の
単
色
で
掲
載
し
ま
す
。

□
募
集
枠
　
１
枠

□
枠
の
大
き
さ
　
縦
８
㌢
、
横
３６

㌢□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
料
金
　
１
枚
０
・
１
円
以
上（
税

抜
き
、
申
し
込
み
後
に
入
札
を
行

い
ま
す
）

※
平
成
２９
年
度
は
１
５
２
万
枚
の

作
製
を
予
定
し
て
い
ま
す

□
申
し
込
み
方
法
　
エ
コ
セ
ン
タ

ー
恵
那
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

記
入
の
上
、
申
し
込
む

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http
://w

w
w
.city.en

a.
lg.jp

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
３
月
１０
日
㈮

　
　
　
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
志

２
６
―
４
３
８
９

　
防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
平
成
２９

年
採
用
の
予
備
自
衛
官
補
を
募
集

　
市
で
は
安
心
し
て
飲
め
る
水
質

を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の
監

視
と
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
自
宅
で
水
の
色
や
濁
り
、
残

留
塩
素
の
検
査
を
行
う
水
道
水
質

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
水
道
水
の
利
用
者

□
定
員
　
▽
大
井
町
、
長
島
町
、

東
野
、
三
郷
町
、
武
並
町
、
笠
置

町
姫
栗
＝
２７
人
　
▽
笠
置
町
毛
呂

窪
＝
２
人
　
▽
笠
置
町
河
合
、
中

野
方
町
＝
８
人
　
▽
飯
地
町
＝
５

人
　
▽
岩
村
町
＝
１０
人
　
▽
山
岡

町
＝
１６
人
　
▽
明
智
町
＝
１９
人
　

▽
串
原
＝
８
人
　
▽
上
矢
作
町
＝

５
人

□
内
容
　
❶
毎
日
１
回
、
水
道
水

の
色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
単

な
測
定
と
記
録
（
所
要
時
間
５
分

程
度
）
❷
異
常
時
の
通
報
❸
そ
の

他
水
道
に
関
す
る
こ
と

□
任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
３０
年

３
月
３１
日

□
謝
礼
　
３
０
０
０
円
／
月
（
前

期
と
後
期
の
２
回
払
い
）

□
締
め
切
り
　
２
月
２４
日
㈮

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２

１
７
）

　
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
で
は
、
指
導
員
と

補
助
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

□
対
象
　
▽
指
導
員
＝
教
員
や
幼

稚
園
教
諭
、
保
育
士
な
ど
の
免
許

を
持
っ
て
い
る
方
（
大
学
で
、
教

育
学
や
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
な

ど
を
専
攻
し
た
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
）　
▽
補
助
指
導
員
＝
児
童

と
の
触
れ
合
い
が
好
き
な
方
（
免

許
な
ど
は
不
問
）

※
各
種
研
修
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
子
育
て
支
援
に
係
る
知

識
や
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す

□
定
員
　
各
ク
ラ
ブ
と
も
若
干
名

□
業
務
内
容
　
遊
び
を
通
じ
て
児

童
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の
生

活
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
勤
務
時
間
な
ど
は
下
表
を
参
照

く
だ
さ
い

□
報
酬
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
規
定
に
よ
る

　
　
　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
子
育
て
支
援
チ
ー
ム
（
内
線

１
８
９
）

固定資産税の減免制度

　災害に遭うなど、特別な事情がある場合は、来年度の固定資産税
を減免することができます。
□対象　次のいずれかに該当する場合。 ▼災害などで一定の損害を
受けた固定資産。 ▼生活保護を受けている方が所有する固定資産。

▼公民館や集会所など公益のために使う固定資産（有料で使用する
ものは除く）。 ▼障がい者や未成年者、寡婦（夫）世帯、６５歳以上の
方のみで構成する世帯が、自己の居住用に所有する固定資産で、次
の四つ全て該当する場合。❶減免を受けようとする本人名義の土地
や家屋❷世帯全員の前年所得がそれぞれ３８万円（基礎控除額）以
下❸減免を受けようとする本人が税法上の扶養になっていない❹所
有する家屋の所在地に住民登録があり実際に住んでいる
□減免対象額　申請日以降の納期に係る納付金額
□申し込み方法　申請書と必要書類を税務課に提出する
□締め切り　納期限の７日前
※平成２８年度減免対象の方には申請書を送付しております　
　　　　税務課（本庁舎１階、内線１３７）問申・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指

導
員
・
補
助
指
導
員

放課後児童クラブ 勤務期間 勤務時間　 連絡先

大井学童保育所
（大井小学校区）

平日 午後２時～午後７時の間で４～５時間
（週３日程度）

志２６-５４８２
長期休暇の期間中 （夏・冬・春休み） 午前８時～午後７時の間で８時間

どんぐり学童クラブ
（大井第二小学校区）

平日 午後２時～６時
志２５-００６８

土曜日、長期休暇の期間中（夏休み） 午前７時半～午後６時の間で応相談

長島学童保育所
長島第二学童保育所
（長島小学校区）

平日 下校時～午後７時の間で４～５時間
志２５-７１８０土曜日、長期休暇の期間中 （夏・冬・

春休み） 午前８時～午後７時の間で８時間

なかよしクラブ
（恵那北小学校区）

平日 下校時～午後６時の間で応相談 子育て
支援チーム長期休暇の期間中 （夏・冬・春休み） 午前８時半～午後６時の間で３～８時間

みさとっこＣＬＵＢ
（三郷小学校区）

平日 下校時～午後６時
志３２-１２１６

長期休暇の期間中 （夏・冬・春休み） 午前８時～午後６時の間で応相談

武並学童クラブ
（武並小学校区）

平日 下校時～午後６時半の間で応相談
志０８０-４２１４
　-６７８９長期休暇の期間中 （夏・冬・春休み） 午前８時～午後６時半の間で３～８時間

岩村学童クラブ
岩村第二学童クラブ
（岩邑小学校区）

平日 午後２時～６時
志０９０-９１７３
　-８４７７長期休暇の期間中（夏・冬・春休み） 午前８時～午後６時の間で３～８時間

子供安全安心ハートクラブ
（山岡小学校区） 長期休暇の期間中 （夏休み） 午前８時～午後７時の間で８時間 志０８０-１５６５

　-９０５１

明智学童クラブ
（明智小学校区）

平日 午後２時～７時の間で４～５時間
志０９０-４４４７
　-４４７４長期休暇の期間中（夏・冬・春休み） 午前８時～午後７時の間で４～８時間

串原学童こども青空クラブ
（串原小学校区） 長期休暇の期間中 （夏・冬・春休み） 午前８時～午後４時半の間で８時間 子育て

支援チーム
上矢作学童クラブ
（上矢作小学校区） 長期休暇の期間中 （夏休み） 午前８時～午後６時の間で５時間

（午前または午後）
志０９０-８６７７
　-５１３９

　
市
内
の
優
良
企
業
や
事
業
所
に

よ
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
地
元
で
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
は
、
市
内
の
企
業
を
知
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
地
元
企
業
の
魅

力
を
知
り
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
企
業
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。
事
前
申
し
込
み
や
履
歴

書
の
提
出
は
不
要
で
す
。
家
族
も

入
場
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１０
日
㈮
午
後
１
時

し
ま
す
。

　
予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
隊

を
経
験
し
て
い
な
い
人
が
予
備
自

衛
官
と
な
る
た
め
に
３
年
間
で
５０

日
の
訓
練
を
経
て
予
備
自
衛
官
に

な
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
項
目
と
受
験
資
格
　
▽
予

備
自
衛
官
補（
一
般
）
＝
１８
歳
～

３４
歳
未
満
　
▽
予
備
自
衛
官
補

（
技
能
）
＝
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
者
（
資
格

に
よ
り
５５
歳
未
満
）

□
締
め
切
り
　
４
月
７
日
㈮

□
試
験
日
　
４
月
１４
日
㈮
～
１８
日

㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　
　
　
防
衛
省
自
衛
隊
恵
那
地

域
事
務
所
志
２
６
―
４
３
１
０

（
白
金
）

～
４
時
（
午
後
０
時
半
か
ら
受
け

付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

□
対
象
　
平
成
３０
年
３
月
に
大
学

や
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

見
込
み
の
方
（
既
卒
者
を
含
む
）、

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

□
料
金
　
無
料

□
参
加
企
業
　
市
内
の
事
業
所
約

３０
社

※
参
加
企
業
は
決
定
次
第
公
表
予

定
で
す

□
実
施
方
法
　
事
業
所
ご
と
の
会

社
説
明

□
そ
の
他
　
服
装
自
由
、
上
靴
持

参　
　
商
工
振
興
・
雇
用
創
出
チ
ー

ム
（
内
線
３
９
３
）

▲え～なＵター
ンナビのウェブ
サイトへ

案
内

水
道
水
の
水
質
モ
ニ
タ
ー

募
集

恵
那
合
同
企
業
説
明
会

２
０
１
７

予
備
自
衛
官
補

市
指
定
ご
み
袋
の
広
告
主

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
今
年
で
２７
回
目
と
な
る
市
伝
統

芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
伝
え
よ
う
　
活い

か

そ
う
　
恵
那
の
伝
統
芸
能
」。
地

歌
舞
伎
や
文
楽
、
獅
子
舞
な
ど
、

市
内
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸

能
を
一
堂
に
会
し
、披
露
し
ま
す
。

花
道
展
示
や
呈
茶
、
地
域
特
産
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
市
歴
史
刊
行

物
販
売
、
浮
世
絵
版
画
重
ね
摺す

り

体
験
も
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
太
神
楽
曲
芸
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
午
後
１
時
２０
分
（
予
定
）
か
ら

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
域
特

有
の
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
２
月
１９
日
㈰
午
前
９
時

半
開
演

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
出
演
団
体
（
出
演
順
）　
大
井

文
楽
保
存
会
、
大
井
恵
那
峡
と
ん

と
ん
節
保
存
会
、
岡
瀬
沢
浅
間
七

福
万
歳
保
存
会
、
三
郷
歌
舞
伎
保

存
会
、大
井
長
島
獅
子
舞
保
存
会
、

中
野
方
め
れ
た
囃
子
保
存
会
、
毛

呂
窪
民
芸
保
存
会
、
東
野
歌
舞
伎

保
存
会
、
明
智
太
鼓
保
存
会
、
中

野
音
頭
保
存
会
、
恵
那
歌
舞
伎
保

存
会
、
大
井
栄
舞
保
存
会
、
お
目

見
得
だ
ん
ま
り
（
市
内
名
士
多
数

出
演
）

　
　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
志
２
６
―

３
５
２
４

　
県
で
は
、毎
年
５
月
５
日
の「
こ

ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
、
犯
罪
被

害
遺
児
の
方
に
激
励
金
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
犯
罪
被
害
と
は
、
殺
人

や
傷
害
致
死
な
ど
故
意
の
犯
罪
行

為
（
人
の
生
命
や
身
体
を
害
す
る

行
為
）
に
よ
り
害
を
被
る
こ
と
で

す
。
対
象
条
件
に
該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
次
の
❶
か
ら
❸
の
全
て

に
該
当
す
る
方
。
❶
５
月
５
日
現

在
、
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方
❷

犯
罪
被
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生

計
を
共
に
し
て
い
た
父
か
母
（
そ

れ
に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
し
た
方

❸
義
務
教
育
修
了
ま
で
の
方
か
、

高
等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学

校
３
年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を

含
む
）
で
満
２０
歳
未
満
の
方

□
激
励
金
　
▽
乳
幼
児
・
小
学

生
＝
１
万
５
千
円
　
▽
中
学
生

＝
２
万
円
　
▽
高
校
生
な
ど
＝

２
万
５
千
円

※
国
の
犯
罪
被
害
給
付
金
制
度

で
、
遺
族
給
付
金
の
支
給
裁
定
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
犯
罪

被
害
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁

組
し
た
方
、
父
や
母
が
再
婚
し
生

計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
対
象
外
で
す
。
申
請
時
か
ら
高

等
学
校
な
ど
に
就
学
中
（
２０
歳
未

満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈫

　
　
　
　
危
機
管
理
チ
ー
ム
（
内

線
３
５
４
）

　
初
め
て
の
お
子
さ
ん
の
出
生
を

迎
え
る
夫
婦
を
対
象
に
、
パ
パ
マ

マ
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
級
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
話
を
聞
き
、
沐も

く

浴よ
く

の
仕
方
な
ど

を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１９
日
㈰
午
前
１０
時

（
午
前
９
時
半
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２９
年
５
月
、
６
月

に
第
１
子
の
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

（
対
象
者
に
は
別
途
案
内
を
送
付

し
ま
す
）

□
講
師
　
堀
春
美
さ
ん
（
元
小
学

校
教
諭
）、
保
健
師

　
　
子
育
て
支
援
チ
ー
ム
（
内
線

１
９
３
）

　
初
め
て
の
お
子
さ
ん
が
１
歳
を

迎
え
ら
れ
た
親
を
対
象
に
し
た
、

ひ
よ
こ
パ
パ
マ
マ
学
級
を
開
催
し

ま
す
。

　
学
級
で
は
「
子
ど
も
の
健
康
と

生
活
リ
ズ
ム
」
や
「
子
ど
も
と
の

遊
び
」な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２６
日
㈰
午
前
１０
時

（
午
前
９
時
半
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２８
年
１
月
～
３
月

生
ま
れ
の
第
１
子
が
い
る
親
（
対

象
者
に
は
別
途
案
内
を
送
付
し
ま

す
）

□
講
師
　
蜂
谷
明
子
さ
ん
（
蜂
谷

医
院
医
師
）

　
　
子
育
て
支
援
チ
ー
ム
（
内
線

１
９
３
）

　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
日
本
一
小
さ
い
専
業

農
家
と
し
て
著
名
な
菜
園
生
活

「
風ふ

う

来ら
い

」
代
表
の
西
田
栄
喜
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
こ
れ
か
ら
起
業

や
起
農
を
志
す
方
々
に
向
け
た
講

演
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

　
借
金
な
し
、
補
助
金
な
し
、
ロ

ス
な
し
、
な
い
な
い
づ
く
し
で
、

幸
せ
に
稼
ぐ
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
催
し
で
す
。

□
と
き
　
２
月
１８
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
棚
田
な
ご
み
の
家（
中

野
方
町
７
８
２
―
１
）

□
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
▽
開

場
＝
午
後
０
時
半
　
▽
西
田
栄
喜

さ
ん
講
演
会
＝
午
後
１
時
～
２
時

半
　
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
午
後

２
時
４０
分
～
４
時
ご
ろ

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
　
事
前
予
約
不
要
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
定
員
３０
人

を
当
日
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す

　
　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
移
住
・
定
住
チ
ー
ム
内
）

志
２
６
―
２
２
６
６
思
２
５
―
８

２
０
８
死enagurashi@

city.
ena.lg.jp

　
市
で
は
、
第
７
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
高
齢
者
支
援
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
６５
歳
以
上
の

在
宅
介
護
高
齢
者
・
施
設
介
護
高

齢
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
は
、
６５

歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
該

当
の
方
へ
は
、
２
月
中
旬
に
調
査

票
を
郵
送
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
と
高
齢
者
実
態
把

握
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
期
限
ま
で
に
返
送
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
６
２
）

　
市
は
、
恵
那
で
暮
ら
し
始
め
る

新
婚
さ
ん
の
応
援
と
し
て
、
結
婚

さ
れ
た
方
に
お
め
で
と
う
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
本
市
の
え
り
す
ぐ

　これまで市立恵那病院の婦人科外来の受診日は、毎
週水曜日と第２・第４土曜日でしたが、毎週木曜日の
午前中も診察が可能となりました。
　診察は伊藤雄二医師が行い
ます。伊藤医師は７年間長
崎の離島に赴任していたこ
とから、産婦人科疾患だけ
でなく他の疾患患者を診察
する機会も多く、お産を含
め「女性の生涯にわたる健
康」を診るプロフェッショ
ナルです。
　子育てからお産、老年期
までの疾患から予防までをサポートしていきます。特
に更年期に多いほてりやイライラ感、不正出血、下腹
部痛など女性特有の症状に悩んでいる方は、受診をお
勧めします。
　婦人科検診も行っておりますのでご利用ください。
受診は予約制となりますので、事前に電話で申し込み
ください。
　　　　市立恵那病院志２０‐１６５７（この電話番号は
予約専用です。受け付けは平日午前９時半から午後５
時まで）

市立恵那病院婦人科外来を充実

▲伊藤雄二医師

り
の
お
祝
い
品
１０
万
円
相
当
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

□
申
請
期
間
　
婚
姻
後
６
カ
月
以

内※
平
成
２８
年
４
月
～
９
月
に
婚
姻

さ
れ
た
方
の
申
請
期
限
は
平
成
２９

年
３
月
３１
日
で
す

□
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
夫
婦
。
▽
平
成
２８
年
４
月
１
日

以
降
に
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た

▽
婚
姻
時
に
夫
婦
の
満
年
齢
の
合

計
が
８０
歳
以
下
で
本
市
に
住
民
票

が
あ
る
　
▽
申
請
時
に
夫
婦
共
に

３
年
以
上
本
市
に
居
住
す
る
意
思

が
あ
る
　
▽
申
請
時
、
夫
婦
共
に

本
市
に
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
　
　
　
移
住
・
定
住
チ
ー
ム（
北

庁
舎
、
内
線
５
２
５
）

　
東
濃
地
区
に
あ
る
九
つ
の
酒
蔵

の
地
酒
を
飲
み
比
べ
な
が
ら
美
濃

焼
の
酒
器
や
お
つ
ま
み
の
小
皿
も

選
べ
る
、
東
濃
の
魅
力
を
再
発
見

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
来

場
く
だ
さ
い
。

□
名
称
　
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
　
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
　
東
濃
の
地
酒
と
美
濃
焼

□
と
き
　
❶
３
月
１０
日
㈮
午
後
５

時
～
９
時
❷
３
月
１１
日
㈯
正
午
～

午
後
７
時
❸
３
月
１２
日
㈰
正
午
～

午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
１

階
ス
ペ
ー
ス「
タ
ワ
ー
ス
ク
エ
ア
」

□
料
金
（
各
日
）　
▽
前
売
り
＝
２

５
０
０
円
　
▽
当
日
＝
３
０
０
０

円□
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
▽
前
売
り

＝
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド

６
３
４
―
３
９
８
）、
多
治
見
市

役
所
産
業
観
光
課
窓
口
　
▽
当
日

＝
会
場

　
　
東
濃
ぐ
る
り
ん
観
光
事
業
実

行
委
員
会
　
ミ
ー
ツ
ト
ー
ノ
ー
事

務
局
（
多
治
見
市
産
業
観
光
課
）

志
０
５
７
２
―
２
２
―
１
２
５
０

（
長
谷
川
、
日
比
野
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、生
活
問
題
、

借
金
、
病
気
、
勤
務
問
題
、
家
族

問
題
な
ど
に
よ
る
心
配
事
に
関
し

て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
と

臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き
　
３
月
９
日
㈭
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎
５
階

会
議
室

□
定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
　
３
月
２
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
へ
申
し
込
む

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線

２
５
９
）

問問

問

問

問

問申・

▲伝統芸能大会の一幕

申
・
問

案
内

新
婚
お
め
で
１０
事
業

申
請
は
お
済
み
で
す
か

高
齢
者
ニ
ー
ズ
把
握
の
た

め
の
調
査
に
協
力
を

第
２７
回
市
伝
統
芸
能
大
会

犯
罪
被
害
遺
児
奨
励
金
を

支
給

小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
幸
せ

に
稼
ぐ
ｉｎ
恵
那

パ
パ
マ
マ
学
級

ひ
よ
こ
パ
パ
マ
マ
学
級

名
古
屋
・
栄
で
東
濃
の
地

酒
と
美
濃
焼
を
楽
し
む

法
律
と
心
の
健
康
の
相
談

申
・
問

問

申
・
問

11 102017.2.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
県
で
は
恵
ま
れ
た
森
林
や
川
な

ど
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
早
急
か
つ
確

実
に
進
め
る
た
め
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
協
力
を
お
願
い
し
、
平
成
２４

年
４
月
か
ら
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森

林
・
環
境
税
」
を
導
入
し
て
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
保
全
・
再
生
に
は
継

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
５
年
間
の
う
ち
に
新
た

な
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
平
成
２９
年
度
以
降
も
制

度
を
継
続
し
、
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
県
内
に
住
所
の
あ
る
方
や
、
事

務
所
・
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
法

人
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
税
の
使
い
み
ち
（
例
）

◆
奥
地
に
あ
る
水
源
林
の
整
備
や

集
落
近
く
の
里
山
林
、
生
活
保
全

林
の
整
備
、
危
険
な
樹
木
の
除
去

◆
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
ニ
ホ
ン

ジ
カ
な
ど
の
捕
獲
、
外
来
生
物
の

駆
除
、
流
域
河
川
清
掃

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の

導
入
、
小
水
力
発
電
の
整
備
へ
の

支
援

◆
公
共
施
設
の
木
造
・
木
質
化
、

木
製
学
習
教
材
の
導
入
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
環
境
教
育
の
実
施

◆
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
自
然

環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

□
課
税
方
式
　
県
民
税
均
等
割
に

加
算
　

□
対
象
　
県
民
税
均
等
割
を
納
め

て
い
る
方
（
個
人
・
法
人
）　

□
税
額
　
▽
個
人
＝
年
額
千
円

（
低
所
得
の
方
は
非
課
税
と
な
り

ま
す
）　
▽
法
人
＝
年
額
２
千
～

８
万
円

□
課
税
期
間
　
５
年
間

　
　
▽
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ

と
＝
県
庁
税
務
課
志
０
５
８
―

２
７
２
―
１
１
５
３
　
▽
税
の
使

い
み
ち
に
関
す
る
こ
と
（
森
林
）

＝
県
庁
恵
み
の
森
づ
く
り
推
進
課

志
０
５
８
―
２
７
２
―
８
４
７
２

▽
税
の
使
い
み
ち
に
関
す
る
こ

と
（
環
境
）
＝
県
庁
自
然
環
境

保
全
課
志
０
５
８
―
２
７
２
―

８
２
３
１

　
販
路
拡
大
に
必
要
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
術
。
中
小
企
業
や
創

業
希
望
者
が
で
き
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の

コ
ツ
を
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お

伝
え
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１０
日
㈮
午
後
７
時

～
９
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
講
師
　
坂
田
誠
氏
（
㈱
は
ち
え

ん
。
代
表
取
締
役
）　
　

□
費
用
　
無
料
　

□
定
員
　
３０
人

　
　
　
　
恵
那
商
工
会
議
所
指
導

課
志
２
６
―
１
２
１
１

　
本
市
の
観
光
地
「
恵
那
峡
」
は

平
成
２６
年
度
か
ら
３０
年
度
ま
で
５

カ
年
の
計
画
で
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
２６
、
２７
年
度
は
散
策

路
と
駐
車
場
を
整
備
す
る
な
ど
、

計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
２８
年
度
は
さ
ざ

な
み
公
園
の
整
備
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ざ
な
み
公
園
は
、
昭
和
５６
年

度
か
ら
６１
年
度
に
か
け
て
「
恵
那

　
身
近
な
野
菜
を
使
っ
た
料
理
レ

シ
ピ
「
エ
ー
ナ
健
幸
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

□
入
賞
　
▽
金
賞
＝
丸
山
早
苗

（
山
岡
町
）
野
菜
た
っ
ぷ
り
春
巻

き
　
▽
銀
賞
＝
伊
佐
地
克
江
（
大

井
町
）「
も
っ
ち
も
ち
」
カ
ラ
フ

ル
団
子
汁
　
▽
銅
賞
＝
因
暁
美

（
愛
知
県
瀬
戸
市
）
カ
ラ
フ
ル
野

菜
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
　
▽
入
賞
＝
中

京
学
院
大
学
オ
イ
ス
タ
ー
ズ
（
瑞

浪
市
）
野
菜
た
っ
ぷ
り
ト
マ
ト
煮

込
み
ス
ー
プ
、
鈴
木
明
美
（
岩
村

町
）
鶏
む
ね
肉
の
ト
マ
み
そ
ホ
イ

ル
焼
き
、
原
久
瑠
実
（
大
井
町
）

減
塩
な
の
に
薄
く
な
い
！
野
菜

た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
コ
ー
ル
ス
ロ
ー

サ
ラ
ダ

□
募
集
期
間
　
平
成
２８
年
１０
月
３

日
～
１１
月
３０
日

□
応
募
総
数
　
１
０
０
件
（
市
内

６３
、
市
外
３７
う
ち
県
外
１
）

□
そ
の
他
　
今
回
の
入
賞
作
品
は

冊
子
「
野
菜
活
用
ブ
ッ
ク
」
に
ま

と
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
の

予
定
で
す

　
　
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線

３
３
３
）

　
任
期
満
了
に
よ
る
恵
那
市
財
産

区
議
会
の
選
挙
を
１
月
１５
日
に
執

行
し
、
各
財
産
区
と
も
立
候
補
者

が
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無

投
票
と
な
り
ま
し
た
。
当
選
さ
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
）。
任
期
は
２
月
６
日
か
ら
平

成
３３
年
２
月
５
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

□
久
須
見
財
産
区
（
定
数
６
）

加
藤
省
三
、
加
藤
則
行
、
田
口
進
、

加
藤
正
明
、
西
尾
耕
作
、
加
藤
滿

□
永
田
財
産
区
（
定
数
６
）　
藤

原
由
久
、
三
戸
喜
久
雄
、
安
藤
典

康
、
西
尾
敏
晴
、
田
中
義
則
、
水

野
泰
昭

□
正
家
財
産
区
（
定
数
６
）　
大

島
盛
夫
、
丸
山
求
、
山
内
慶
三
、

森
一
声
、
茂
原
登
、
高
桑
道
久

□
中
野
財
産
区
（
定
数
６
）　

尾
秀
司
、
齋
藤
勝
、
水
野
宏
昭
、

水
野
幸
雄
、
三
戸
勉
、
可
知
憲
治

□
竹
折
財
産
区
（
定
数
８
）　
伊

藤
春
正
、
柴
田
修
一
、
渡
会
邦
憲
、

杉
浦

雄
、
伊
藤
孝
男
、
柘
植
憲

房
、
山
内
正
道
、
志
田
哲
雄

□
飯
地
財
産
区
（
定
数
６
）　
柘

植
明
美
、
纐
纈
政
行
、
各
務
隆
義
、

田
口
敏
雄
、
纐
纈
清
一
、
長
谷
部

伸
一

□
中
野
方
財
産
区
（
定
数
１１
）

田
口
耕
平
、
藤
井
広
美
、
池
戸
要
、

矢
﨑
謙
一
、
西
尾
一
一
、
鈴
村
香
、

鈴
村
陸
三
、
鈴
村
光
司
、
安
江
重

美
、
柘
植
豊
生
、
澤
村
清
一

□
笠
置
財
産
区
（
定
数
９
）　
遠

藤
昭
平
、
辻
吉
博
、
山
本
甲
司
、

遠
藤
俊
英
、
小
川
文
夫
、
安
田
利

弘
、
林
豊
敏
、
逸
見
敏
彦
、
林
一

男□
鶴
岡
財
産
区
（
定
数
５
）　
鰐

部
清
、
成
瀬
恭
平
、
樋
田
裕
志
、

長
谷
川
源
一
、
西
尾
長
徳

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
５
０
）

問

問

峡
さ
く
ら
名
所
づ
く
り
事
業
」
で

市
民
に
よ
る
桜
の
植
樹
を
し
ま
し

た
が
、
３０
年
以
上
が
た
ち
、
公
園

全
体
で
衰
弱
し
た
木
々
が
目
立
ち

始
め
、
枯
れ
枝
が
落
ち
る
な
ど
の

危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
と

剪せ
ん

定て
い

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

間
伐
に
よ
っ
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
土
を
改
良
し
て
新
た
な
苗

木
を
植
え
て
管
理
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
今
ま
で
以
上
に
、
恵
那
峡
へ
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
全
体
の
整
備
完

了
後
に
は
ぜ
ひ
恵
那
峡
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　
観
光
交
流
課（
内
線
３
８
２
）

恵
那
峡
再
整
備
事
業
（
さ
ざ
な

み
公
園
整
備
）

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術
セ
ミ
ナ
ー

　全国で携帯充電器（モバイルバッテリー）やスマートフォン、タブレット、電子たばこ、ノートパ
ソコンなどに使用されている「リチウムイオン電池」が、充電中や使用中に出火する火災が発生して
います。使用する場合は注意してください。
■火災発生事例

①専用の充電器を使用しなかったため、過充電となり出火した。
②充電池の仕様に応じた設定で充電しなかったため、過充電となり出火した。
③廃棄する際に分解していて、外力により損傷し出火した。
④社告、リコール品を使用していて出火した。
⑤経年使用による劣化で出火した。
■火災を防ぐには

①各機器購入時の付属されている充電器やメーカー指定の物を使用する。
②膨張、異音、異臭など異常が生じたものは使用しない。
③充電が完了しないとか、使用時間が短くなった、充電中に熱くなるなどの異常があった際には使用
をやめて、メーカーや販売店に相談する。
④廃棄する場合は電気店、ホームセンターなどのリサイクル回収箱へ出す。　　　　　　　　
■万が一発火した時には

電池から火花が飛び散っているときには近寄らず、火花が収まってから消火器や大量の水で消火する
とともに１１９番通報してください。

消防本部予防課志２６‐０１１９

リチウムイオン電池からの
火災にご注意を！

▲金賞の「野菜たっぷり春巻き」

問





申
・
問

問問

▲整備される「さざなみ公園」のイメージ図

案
内

清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税

の
継
続

紹
介

財
産
区
議
会
議
員
決
ま
る

エ
ー
ナ
健
幸
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果
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